
 

 

１ 改定の趣旨 

福井市中央卸売市場（以下「福井市場」という。）の中長期的な方向性を明確にし、その方向性に

基づきハードとソフトの両面から市場の機能を強化するとともに、健全な市場運営を継続するため、

１０年間の経営戦略を中間年度で検証し、これまでの取組状況や課題を踏まえて計画の見直しを行

うものである。これにより、残りの５年間に向けた施策を再構築し、市場機能の充実と将来を見据

えた着実な運営を推進する。 

 

２ 計画期間 

令和３年度から令和１２年度までの１０年間とし、中間年度に検証・改定を行い、令和８年度か

らの５年間の取組内容を見直した。 

 

３ 福井市場の課題 

経営戦略策定にあたり、福井市場を取り巻く状況、中長期プランの検証、アンケート（卸、仲卸、

出荷者、量販店を対象）結果等から、福井市場の課題を次のようにまとめた。 

 

４ 福井市場の将来展望 

(1) 基本的な方向性 

機能強化及び運営のあり方に関する課題に対して解決を目指すべく、今後の福井市場の基本的

な方向性について、国の新基本方針等も踏まえ、以下のとおり定めた。 

 

(2) 基本目標 

基本的な方向性を踏まえ、前計画である福井市中央卸売市場中長期プランの２つの柱と６つの

基本目標を継続する。 

 

(3) 令和８年度以降の主な取り組み 

経営戦略における取組内容については継続するものとし、これまでの行動計画を再検証するこ

ととした。（２項目削除、２項目変更、６項目追加） 

 ア 魅力的な市場（本編３３頁～３５頁。☆が追加・拡大した行動計画） 

☆シャトルバスの活用などによる駅利用客への販売促進展開の推進 など 

  イ 機能的な市場（本編３６頁～３８頁。☆が追加・拡大した行動計画） 

    ☆埋設管（消火管等）の更新 など 

 

(4) 収支計画 

本市人口が減少すると予測されることから、本市場の取扱高も減少傾向となると見込まれるな

かで、今後５年間における１年あたりの平均収支については約９１０百万円を見込み、市民への

生鮮食料品等の安全・安心かつ安定した供給という市場の公的な役割を維持する戦略とする。 

 

 

 

 

 

(5) 推進体制等 

経営戦略の着実な推進のため、附属機関である福井市中央卸売市場運営協議会で審議しながら、

進捗管理を行う。また、年度ごとの進捗状況をＨＰ等で公表する。 
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卸売市場の機能強化 

集荷力向上（ⅰ） 

流通の効率化や活性化（ⅱ） 

事業領域や販路の拡大（ⅲ） 

市場内事業者の経営基盤強化（ⅳ） 

市場運営のあり方 

市場施設の長寿命化・有効活用（ⅴ） 

市民に親しまれる市場（ⅵ） 

市場財政の健全化（ⅶ） 

市場内事業者の事務負担軽減（ⅷ） 

 

① 中央卸売市場機能の維持（課題ⅰ・ⅳ） 

② 高い公共性の担保（課題ⅰ・ⅳ） 

③ 川中としての市場の機能強化（課題ⅱ・ⅲ・ⅴ） 

④ 市場施設の機能の確保（課題ⅴ） 

⑤ 福井市場の特色を活かした取り組みの推進（課題ⅵ） 

⑥ 市場財政の健全化と事務負担の更なる軽減（課題ⅶ・ⅷ） 

ア 魅力的な市場 

食の安全・安心への対応 

環境にやさしい市場の実現 

市民に開かれた市場の実現 

イ 機能的な市場 

中央卸売市場の機能維持 

物流の効率化・販売力の強化 

施設の長寿命化と有効活用 
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